
平成 24 年度 

＜集団的かつ持続的な支援体制の構築に積極的に取り組む事例＞ 

○集落での農業生産活動の体制整備 

１．集落協定の概要 

市町村･協定名 沖縄県 島尻郡
しまじりぐん

 粟国村
あぐにそん

 粟国
あぐに

集 落 協
しゅうらくきょう

議会
ぎかい

協定面積
113.9ha

田 畑(94％) 草地(6％) 採草放牧地

さとうきび、もちきび ローズグラス  

交付金額
395万円

個人配分                                                           0％

共同取組活動
        （100％）

○集落の各担当者の活動に対する経費           3％
○共同機械の購入・研修会等経費            63％ 
○景観作物の栽培経費                  5％
○農業機械の共同利用経費                8％ 
○交付金の積立・繰越                                 20％ 
○その他                                 1％ 

協定参加者 農業者 99人、農業生産組合 １組合 開始：平成23年度

人･農地プランの作成状況 作成していない（話合いを実施中） 

２．取組に至る経緯 

粟国村は、那覇市の北西約 60 キロに位置する人口約 860 人の離島である。村の基

幹産業のひとつである農業は、近年、農業者の高齢化や後継者不足から耕作放棄地の

増加が懸念されるようになったため、将来にわたって持続的な農業生産活動等を可能

とし、本集落の持つ多面的機能の確保を図るため、中山間地域等直接支払制度を活用

し、耕作放棄地の発生防止に向けた取組を行うこととなった。 

３．取組の内容 

  役員を中心に集落で話合いを行い、農業の継続が困難となった農用地が生じた場合

に備え、個人で管理できない農地のサポート体制の整備を目指している。その一環と

して、共同で利用できる機械や堆肥を購入し、この実演会を開催して、農業生産活動

の維持や耕作放棄地発生防止に取り組んでいる。 

【意見交換会】               【共同機械実演会】 



［集落の将来像]
○ 地域の実情に即した農業生産活動等の体制を整備する。 
○ 集落の持つ多面的機能の確保を図ることにより、持続的な農業生産活動等を可能とする。

［将来像を実現するための活動目標]  

○ 共同取組活動で肥料や機械を購入し、農業の継続が困難となった農地が生じた場合に備え、サポー

ト体制を整備する。 

集落外との連携 
○ 農道、水路等の補修・草刈等の維持管理等については、農地・水保全管理支払交付
 金により実施しており、今後も連携して各種活動を展開していきたい。 

４．今後の課題等

  農業者の高齢化や後継者不足により耕作放棄地の増加が懸念される中、共同取組活

動により、集落全体で農地を維持管理していくという意識向上に繋がっていることか

ら、今後ともサポート体制の充実を図っていきたい。 

農地の耕作・管理 

（畑・草地 113.9ha）

個別対応

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

景観作物の作付け 

(景観緑肥作物として、ひまわ

りの植付けを予定している。)

共同取組活動

害虫駆除剤の購入(255kg)

共同取組活動

共同機械の購入・利用

共同取組活動

研修会・先進地視察

共同取組活動

集団的かつ持続可能な体制の

整備（農業の継続が困難な農

用地が発生した場合には、集

落ぐるみで引き受け、農業生

産活動の維持を図る。）

共同取組活動

水路・作業道の管理 

・年 3回 草刈り

共同取組活動

農地法面の定期的な点検 

（年 1回及び随時）

共同取組活動


